武蔵野英文学会 講演会記録その他 by 佐藤 晴雄

















のを学事課若手職員らに 7 号館 4 階北奥の英米応接室に運んでいただいた。
6、7 個のダンボール箱の一つに収納されていた、「英文学会：メモ」と「英
文学会 1」の 2 冊がそれである。前者は背に「英文学会：メモ」としるされ
たコクヨ製 B5 サイズ灰色の、出納帳のような頑丈なつくりのノートだ。後
者「英文学会 1」は、マルマン製 The Standr d Type Filenote なる、透明ボ
ケットが脱着できる黒い）レーズリーフ式のファイルである。「出土」した
品々は、以下のとおり。
・講演会の録音テープ オープンリール＝ 13 本、カセットテープ＝ 4 本。
• COLOR PRINT 
野崎様・フィルム＝ S ・フィルムサイズ＝ライカ 12EX ・金額合計：： 724 」の











・ベージュの書類とじ 数年の英文学会会費納入書類。在籍 4 年間 (2 千円）




・「英文学会：メモ」 英文学会の記録は昭利 48 年度からはじまる。主とし
て毎年 2 回（後年は 1回）開催の講演会と雑誌出版の記録である。1回の講
演会に講師 2 人のこともある。会則 6 条 3 項に、「委員は専任教職員及び
学生若干名」とあり、ほぼ順番に 3 人の教員が編集委員を担当。英米 ・英
文とも各学年からだす 4 人の学生委員の氏名の記録が昭和 60 年度まであ
る。印刷製本は、 1 ~ 13 号桐原書店、14 ~22 号 （樹サンエンタープライ
ズ、 23 号（有）共信社印刷、 24 - 4 号（株）多摩ディグである。発行部数は最
多時 1,650 部(27 号）。「英文学会：メモ」の記録は、平成 9年度 (197) と
翌平成 10 年度 (198) の 30 号記念・退官記念の論文集「英米の文学と文化j
出版でおわる。

















くおもう 。（私などが、 最近の方々は、 などと書くと長老の先生方から、
じゃあわたしたちは過去完了なのかとか、謄が茶を沸かすよとか言われそう
だ。）また、わたしの知識・能力の限界から、公平には出来なかったことを





代製の SONYTC-102 でちゃんと動くが、テープスピードは、世の中に 5速
あるというスピードのうちの 2 速 [9.5 cm/s(3.75 インチ／s)] と3速 [19
cm/s(7.5 インチ／s)] の 2種類で、講演会のを再生すると早口でほとんど聞




余談ながら第 3 回以降はほぼ録音テープがあ るが、昭和 41 年の第 1回～












昭和 25 年 (1950 年）
武蔵野女子短期大学設立、文科国文専攻、文科英文専攻、家政科












































さて、シェイクスピアについての「私の思い出」 (r英語青年」1964 年 5

































生に払ってしヽただいた」 [Wilam Carew Hazlit 編： Shakespare's Libray 







































鮮海峡を横断したら、英雄になれる」 (f 旅路の果てに』）。 海峡横断をあ
きらめたのは熱を出したからで、熱が出たのは博多湾で予行演習をした
からだった。

















和 18 年 6 月に一家は国府津に移転する。



































「大学教授」(1956) 、『遠い潮騒』 (1965) 。（翻訳）シェイクスピア『ハム
レット』 ［ロミオとジュリエット」（ともに 193) 、D. H. ロレンス『息子
たちと恋人たち」 (193 -54) 、A ハックスレー 「ガザに盲いて」 (195)
ほか。昭和 53 年 6 月 30 日歿 (79 歳）。「英米フォトギャラリー」 1頁。
昭和 41 年 (196 年）
千菓大定年退職後、吉武好孝着任
5 月：武蔵野女子大学英文学会創立 (r武蔵野女子学院五十年史j 巻末年表では 4
月創立）
（第 1回講演会 5 月）
トけし
講師＝齋藤勇＊ （演題不明） （録音テー プなし）

















げ英語青年」 1975 年9 月号「片々録」中のく齋藤勇著作集＞の記事を圧縮）。福
島中学から二高（後身は東北大学）をへて、 明治 4 年東京帝大英文科を
首席で卒業後ただちに講師に。以後、大正 12~ 14 年欧米留学、昭和 2
年キーツの論文 (Keats 'View of Poetry) で文学博士号、昭和 6年教授就任。





［「本郷J (1983) ］。昭和 2 年東大定年退官、昭和 22~28 年東京女子大
学長、昭和 36年学士院会員。昭和 48 年国際基督教大学客員教授を辞し
て以来一切の公務から離れた。昭和 50 年 (1970) には「齋藤勇著作集j
昭和 51 年には、昭和 50 年度の文化功労者に選ばれる。90 歳もとおく
ないその頃、「いまでも毎日 6時間、旧著の補筆・訂正を行なっている」
（「英語青年j 1975 年 9 月号「片々 録」）。狂気の孫の手で最晩年はとじられ
た。昭和 57 年 7 月 4 日歿 (95 歳）。








の『現代英米文学の思想的背景」を聞いた」と報じている (1967 年4 月号）。
富山県生れ。東京女子大学英米文学科卒、米国ミルズ・カレッジ留学、
東京都立大学大学院修了 (MA) 。（専門分野）エリザベス朝演劇、近現
代劇文学、 17 世紀詩人など 。（論文）「エドワード三世」（『英語青年j
1964 年 5 月号 ＜シェイクスピア生誕 40 年記念特集＞のシェイクスピア全作品
論で 『エドワード三世』論担当）、（共著） 「イギリス名詩選』（初版 196 、改




*＊＊吉武好孝［明治 3 年 (190) ～昭和 57 年 (1982) ］ 大分県東国東郡
国見町に生れる。本多顕彰が駒澤大学に転じて以降の武蔵野女子大学英













































歴任し、千葉大学文理学部停年退官後の昭和 41 年 (196) に武蔵野女子
大学に。昭和 37 年 (1962) The Study of'Man'in Modern English 
Literature で東北大学より文学博士（「現代英文学の人間像J として 196 年
研究社より上梓）。日本ホイットマン協会会長、 H本英学史学会会長など
を務める。







マン観が知れる貰璽なもの」（「英語青年J 1981 年 1月号、児玉晃一の書評）。
（翻訳） R. スピラー 「アメリカ文学の展開J (1957; 共訳）、 「森 ・雪・男
たちーポール・バンヤン物語』 (1961; 共訳）。「シルヴァン』 3 号の Y・














和樹・瑞華）／ 『吉武一柿句集」なりたちの記（川崎宏）。昭和 57 年 2
月 21 日歿 (81 歳）。「英米フォトギャラリー」 3 頁。
昭和 42 年 (1967 年）＊
（春季第 3 回講演会 6 月 17 日）
講師＝佐伯彰ー＊＊ 「アメリカ文学における 「私」」 （録音テー プ ① OR)
（秋季第 4 回講演会）
講師＝大谷利彦＊＊＊ （演題不明） （録音テー プなし）
＊この年、静岡女子大学、茨城キリスト教大学、橘女子大学、梅光女学
院大学などで英文学科が新規開設。大妻女子大学、京都産業大学、広島
女学院大学などで、英文学科が増設 (r英語青年］1967 年4 月号）。「大学
生の急増で大学や短大は年々ふえ続け、ことしは 62 校増の 821 校に達
している。…来年度は（中略）新設予定校 90 、増設予定 65 の計 15 校
になるといわれている」（同誌 1967 年8 月号）。
















昭和 3 年 (1958) 同人文芸雑誌 『批評』（～昭和 45) を興す。編集発
行人が佐伯で、「遠藤周作、開高健、篠田一士、田畑麦彦、進藤純孝、
日沼倫太郎、大久保典夫、野島秀勝、村松剛が中心メンバー」（［新潮日
本文学辞典j) で、雑誌標題は吉田健一らの興した ［批評』（昭和 14 年～
24 年）から受け継いだ。（著書） ［内なるアメリカ・外なるアメリカ』
(1971) 、『日本人の自伝』 (1974) 、「近代日本の自伝』(1981) 、『書いた、
恋した、生きた一ヘミングウェイ伝J (197) 。（翻訳） 「さようなら コ
ロンバス」(1969) 、「日はまた昇る』(1974) 、『雨の王ヘンダソン』(198)
ほか。
［米山俊直の引用は (htp:/ /w.relnet.eo.jp/ko kusy/bri ef/kouen4. htm )によ
る。）
＊＊ 大谷利彦［大正 8 年 (19) ～平成 21 年 (209) ］ 福岡市生まれ長崎
市育ち。（著書） 『啄木の西洋と日本」(1974 )、『長崎南蛮余情ー一ー永見
徳太郎の生涯j (19 8) 、（翻訳）スティーブンソン ［ジーキル博士とハ











はがきには r昨年 12 月に亡くなりました』と書かれていた。90 歳だっ
た。初めて大谷さんにお会いしたのは盛岡だった。朝日新聞岩手版の詩
の選者をお願いした。（中略）約 35 年、年賀状での交流が続いた。突然、











前」 「朝日新聞J 茨城版、2010 年2月2 日）。平成 21 年 12 月 5 日歿 (90 歳）。
「英米フォトギャラリー」 5 頁。
昭和 43 年 (1968 年）
1 月： 「武蔵野英米文学』創刊第 1号刊行




（録音テー プ ②④ OR)
（録音テー プ ③OR)





年」1981 年 10 月号）。本間久雄は「坪内逍遥、島村抱月を慕って早大英
文科に入学、明治 42 年卒業（中略）、ワイルドの研究に没頭した。「早
稲田文学』「文章世界』などに評論を発表。（中略）昭和 3 年早大海外留









和 4、5 年ごろ）。ロンドンでは、その頃 Wilde 書誌編纂者の Stuar
Mason が亡くなり、 Mason の蒐集した厖大な “Wilde Colection" が古




Mason の息子から Wilde の遺髪を贈られた。1895 年誹毀罪（名誉棄損）
-212-
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により 2 年間投獄された Wilde の、獄中で書いた弁明の告白録 De
Profundis が、本間の渡英当時ほとんど未公刊だったのを、大英博物館
でぜんぶ筆写した。昭和 56 年 (198)6 月 1 日歿 (94 歳）。
＊＊山本幸男［（昭和 6 年 (1931) ～平成 19 年 (207) ］ 東京生まれ。昭和




13 号、 197 年）。
（論文・随想）「モーム文学の特徴」「モーム文学散歩イギリス」
「モーム文学散歩南海諸島」（［英語研究j ＜モーム生誕 10 年記念＞臨時増
刊号、 1974 年）。（著書） 「現代英国作家論ーーモーム、グリーン』 (1972) 。
（講演）「ロビンソン・クルーソーの生活とキリスト教」 (194 年 10 月21
日武蔵野女子大学公開講座「人間と宗教」）、「宗教と文学＿英文学の場合」
(197 年 9 月武蔵野女子大学日曜講演会）、「ミクロネシアの文化変容」
(19 年5 月16 日武蔵野女子大学日曜講演会）。平成 19 年 6 月 6 日歿 (80
歳）。「英米フォトギャラリー」 5頁。
12 月：元短大文科英文専攻主任教授梅谷興一歿。







（録音テー プ ⑤ OR) 
講師＝鈴木五十鈴（助教授）＊＊ 「アメリカ文学に於けるユダヤ人作家」
（録音テー プ ⑥ OR) 
『英語青年j (196 年4 月号）「研究誌掲載論文一覧」に『武蔵野英米文学』 1
号の記載。












宣教師 Edward Rothesay Miler の妻でフェリス女学院創立者の Mary









大通西 3 丁目に 1894 年に建設され、会堂やね先端に風見鶏のかざりが
あったため、当時市民から「鶏教会」とよばれた、現在の札幌北一条教








14 年弱冠 27 歳で高野山大学教授、昭和 2 年日本大学予科教授、昭和 6
年から昭和 43 年の停年退職まで日本大学英文学科の教育に尽力。昭和
45 年 (1970) より武蔵野女子大学教授。昭和 32 年 (1957) 『文学理論の体
系づけにおける一つの試み』で文学博士（日本大学）。




















だった斧田留美は本誌で証言する 。ただし 、＜ 英学戯評 ＞と <EIGO
CLUB> の両欄で（「英語青年.J 1975 年4、7 月号）「西東山鬼」氏とくりひ
ろげたような、説むもののこころが愉しまないはげしい論戦もあった。
「英米フォトギャラリー」 5頁。
＊＊鈴木五十鈴［大正 15 年 (1926)- ］ 東京都豊島区長崎に生まれ藤









略）」（就職協定廃止についての投稿 「毎日新聞」197 年4 月26 日）。
（著書） r現代アメリカ文学J (1958 年、 共著）。 （論文）「フィッツ ジェ
ラルドにおける富の意識」（「シルヴァンJ 1号）、「南部小説覚え書」 (1)
~（ 4) 。（書評）「マッカラーズ伝決定版」（「英語青年］1976 年 1月号）は、
Virgnia Spencr Car: The Lonely Hunter (1975) の書評。日く、「一切の
く私小説的＞いやらしさを含んでいない（中略）彼女の天賦の才能とい
うか南部人の本質的教養を実に見事に浮彫りにして（中略）出色のもの。」
（翻訳） E. ウェルティ「緑色のカーテン」、 C. マッカラーズ『針のない
時計J (1971) 、「黄金の眼に映るもの」(1976) 、J. スタインベック 『創作
-215-
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ほか多数。（ラ ジオ） NHK ラジオ第二 原書で読む世界の名作「金色の




昭和 45 年 (1970 年）
（春季講演会）
講師＝刈田元司（上智大学教授） 「アメリカ文学と都市」
（録音テー プ ⑦OR )
（秋季講演会）
講師＝清水隆（専任講師） 「ギ ッシング再評価の試み」
（録音テー プ ⑧ OR ) 
大和資雄、 日大から武蔵野女子大に着任。
昭和 46 年 (197 年）
（春季講演会 6 月 14 日）
かしわぐら
講師＝柏倉俊三 ＊ 「シェイクスピアの女性」 （録音テー プ ⑨OR)
（秋季講演会 12 月8 日）
講師＝甲斐寛美 「シェイクスピアの後期ロマンス劇について」
（録音テープ⑩ OR)
「英語青年」(197 年 5 月号）「研究誌掲載論文一覧」に『武蔵野英米文学」2
号の記載。





版 (203) による］。（著書）「北方の四季一風土と文学J (1960) 、「ハドソ
-216-
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ン』 (1980) 、『シェイクスピア史劇の古戦場.I (190) 。（翻訳） N. ホーソ
ン rトワイス・トールド・テールズ』 (1958) 、W.H. ハドソン「緑の館
ー一熱帯林のロマンス』 (1972) 、T.E ロレンス 「知恵の七柱J (1971) 
は日本翻訳文化賞（昭和 47 年）。「立正大学 6 月8 日に文芸講演会を開き、
柏倉俊三氏の「シェイクスピア・史劇・薔薇の戦争」を聞いた」（『英語
青年」1968 年9 月号「英学消息」）。
昭和 47 年 (1972 年）
（春季講演会 6 月3 日）
はじめ
講師＝篠田一士（東京都立大学教授）＊ 「英文学は面白くなくはない」
（録音テー プ ⑪-AOR) 




＊篠田一士［昭利 2 年 (1927) ～平成元年 (198)] 文芸評論家、都立大
教授、柔道 3段の巨漢。岐阜市澄町に生まれる。少年時、母・祖母の過
保護と中学生間のきびしい友人関係の相克から喪失した自信を取りもど
したのは、柔道初段を許された 14 歳。 16 歳の四高受験［旧制第四高等学













(1975) 、『日本の現代小説J (1980) の連作評論、『二十世紀の十大小説』









潤一郎 「美食倶楽部』」『世界文学 I食」紀行』）という指摘に示されている 。
大晦日に采配をふるう眼力するどい主婦のような、じつに具体的な指摘
ではないか。「なにしろ講義が終わるたびにラーメンをたべるんだから
ね…」（「朝日新聞J 198 年4 月21 日夕刊「人・流れ雲」） は、 急死後の追悼
記事中の同僚の発言。「都立の小池さん！！？」と 言われたかも言われな
かったかも知れない。「小池さん」は知る人ぞ知る、「オバケの Q 太郎」
登場のラーメン中毒中年男。平成元年 4 月 13 日歿 (62 歳）。
＊＊原仙作［明治 41 年 (1908) ～昭和 49 年 (1974) ］ 昭和 6 年 (1931) 長崎
高等商業学校（後身は長崎大学経済学部）本科卒業。卒業直後の同年 3
月から昭和 21 年 5 月まで龍山公立中学校（朝鮮総督府）教諭。 40 歳前




米軍政長官付（ママ）通訳官兼参謀二課翻訳官（昭和 20 年 9~12 月）
と記録にあるのは、米軍行政府長官であろうか。これも同年 12 月で引
揚げ退職。昭和 21 年旺文社主幹、 23 年編躾顧問。昭和 25 年～ 31 年、
開成高等学校講師。昭利 31 年以降、千薬大学工業短期大学部、明治大
学、青山学院大学、実践女子短大で非常勤講師。昭和 39 年 10 月、旺文
社派遣親善学生団長としてヨーロッパ各地を視察。昭利 48 年、武蔵野
女子大学短期大学部教授に就任。
（編著） 「米英新語辞典』 (1949) 、「英文標準問題精講』 (193) 。旺文社
社史には、「原仙作著 『英文標準問題精講』を刊行。定価 1円。現在新
装 5 訂版のロングセラー」の記述がある。（大学教科書） Samuel Butler: 
The Way of Al Flesh （生きとし生けるものの道） （1958) 、「日本文学英訳






昭和 48 年 (1973 年）
（春季講演会 6 月 18 日）
講師＝古谷専三（帝京大学文学部長）＊
「Georg Eliot の描いた女性たち」
（秋季講演会翌 1 月 14 日）
講師＝山口弘恵（専任講師）＊＊
譜演会記録
（録音テー プ ⑪-BOR) 
「＋九世紀のイギリスとブロンテ姉妹の世界」 （録音テー プなし）
4 月：前年度卒業の久保田珠江・谷京子（旧姓＝高橋）、副手に。
＊古谷専三［明治 27 年 (1894) ～平成 3 年 (19)] （著書） 『古谷メソッ
ドによる初級英語人門』 (1950) 、『ジ ョージ・エリオット研究』(196)






肩の凝らない論考。（中略） 1 月 19 日の夕は計らずも古谷さんの出版祝
いの会となり（中略）百名余り集まっていた」（大和資雄「永遠の青年」
r英語青年J 1967 年2 月号随想）。
ぷじゅん
＊＊山口弘恵［昭利 8 年 (193)- ] 昭和 8 年 (193) 中国旧満州撫順
市生まれ福島県会津若松育ち。武蔵野女子学院短期大学を卒業、法政大
学、法政大学大学院修士課程修了。武蔵野女子大学教授を長く務め、平
成 16 年 (204)3 月同大学を定年退職。
（著書） ［アン・ブロンテの世界』 (192) 、『女たちの英米文学シア
旅、暮らしの歳時記』 (209) 。（翻訳）『ワイルドフェル・ホールの住人』
(196) 。（講演）「ブロンテ姉妹のヒロインたち」 (197 年武蔵野女子大学
公開講座 10 月11 日グリーンホール）、「イギリス小説のヒロインたちから




昭和 49 年 (1974 年）
（春季講演会 6 月 17 日）
講師＝福田陸太郎（東京教育大学教授）＊
「アメリカ現代詩の一面ー一想像と現実」
（秋季講演会 12 月9 日）




＊福田陸太郎［大正 5 年 (196) ～平成 18 年 (206) ］ 石川県羽咋市生れ。
昭和 61 年 (1986) 1 月8 日宮中行事 「講書始」で「比較文学の進展につ
いて」昭和天皇らにご進講（朝日新聞 206 年 2 月9 日朝刊）。（著書）「ア
メリカ文学の肖像』(1949) 、［アメリカ文学名作選」(1972 ；編著）、r比較
文学の諸相j (1980) 、「詩と詩論」(198) 。（翻訳）ヘミングウェイ 「移
動祝祭日」(1964) 。平成 18 年 2 月4 日歿 (89 歳）。
＊＊井上寿子［大正 15 年 (1926) ～平成 19 年 (207) ］ 東京生れ。旧制鹿
児島県立女子専門学校英文科卒（後身は鹿児島県立短期大学）。鹿児島実
践女子高等学校［昭和 26-30 年 (195-) ］、東京学園［昭和 30-7 年
(195-1962) ］で教壇に（非常勤） 。昭和 40 年 (1960) 武蔵野女子大学短
期大学部専任講師。（専門分野） 20 世紀イギリス文学、E. M . Forster 研
究。（著書）「E. M. Forster のヒューマニズムについて」 「英米の文学と
文化」(198; 共著）。（論文）「E. M. Forster の社会的観点について」「知
識人の挑戦： E. M. Forste の場合」「或思考の行方： Cultre and 
Anarchy への一私見」。平成 19 年 (207)8 月 14 日歿 (80 歳）。
昭和 50 年 (1975 年）
事務担当：大貫幸子
（春季講演会 6 月24 日）
講師＝小田島雄志（東京大学助教授） 「私のシェイクスピア」
（録音テープ ⑬ OR) 






昭和 51 年 (1976 年）
委員 ：井上寿子 ・甲斐寛美 ・山口弘恵 事務担当 ：松井由理
（春季講演会 6 月2 日）
講師＝浜本武雄（明治大学教授）＊ 「黒人文学の今昔」
（録音テープ⑭ CT)
（秋季講演会 12 月2 日）
講師＝板倉保（教授）＊＊ 「ヘミングウェイの女性観」
（録音テー プ ⑮CT)
＊浜本武雄［大正 14 年(1925) ～平成 15 年 (203) ］ 神戸市生れ。196
年まで明治大学教授。昭和 42 ~43 年 (1967 - 68) 、American Council 
of Learnd Societies の基金により、 Yale 大にて「アメリカ現代文学に
おける主題と形式」及び「アメリカ黒人文学」を研究のため、 6 月12
日、東京羽田を出発（「英語青年」1967 年8月号）。（訳書） 『マルコム X 自
伝』(193; 完訳）、 B．マラマ ッド 「レンブラントの帽子.J (1975; 共訳）。
（共編、解説） r橋本福夫著作集』(1989) 。（共編訳） 『黒人文学全集」
(196- 68) 。203 年 6 月13 日歿 (78 歳）。「英米フォトギャラリー」 3
頁。
＊ 板倉保［昭和 2 年 (1927) ～平成 20 年 (208) ］ 香川県小豆島出身。
法政大学大学院修士課程人文科学研究科英文学専攻修了、文学修士。
（専門分野）アメリカ文学。 （論文）「Joan Did on's Play It As It Lays -
成熟社会における不安とその超克への試み」ほか。「英米フォトギャラ
リー」 1頁ほか。239 頁、囲み記事参照。
昭和 52 年 (197 年）
委員：山口弘恵 ・山本幸男 ・矢暗正夫 事務担当 ：松井由理
（春季講演会 6 月8 日）
講師＝近藤いね子（津田塾大学教授・文学博士）＊
「ジェイン・オースティンとブロンテ姉妹」
（秋季講演会 1 月2 日）
司会＝吉武好孝
（録音テー プなし）




（録音テー プ ⑯ CT) 
翌 3 月末日：吉武好孝定年退職、ひきつづき非常勤講師で出講、帝京大にも。
はだの
＊近藤いね子［明治 4 年 (19) ～平成 20 年 (208) ］ 神奈川県秦野生
れ。「1935 年東北帝国大学英文科卒業、 193 年ケンブリッジ大学大学院
修了。津田塾大学名誉教授。著書「イギリス小説論J (1947) 、「英国小
説と女流作家J (195) など。訳書夏目漱石 「こころ』 (1941; 英訳）、
ジェイン・オースティン 「説得j (1969) 、ヴァージニア・ウルフ 「ダロ
ウェイ夫人」(1976) 、『存在の瞬間』 (1983 ；共訳）」（みすず書房 hp より）。





年」1971 年 9 月号随想）平成 20 年歿 (97 歳）。
* Anthoy John Farington ［生年歿年不詳］ 「1昨年日本英学史学会
で知遇を得たのを機に India Ofice Libray & Records 副館長の
Farington さんが、我われの日本英学史学会の招聘で来日、多くの大学
で講演。専攻は 16-17 世紀のアジアに対するヨーロッパの侵入、東イ
ンド会社、 Wilam Adams （三浦按人）、 1860 - 190 の H 本に関する英
語の著作の研究等」（吉武好孝による紹介）。「India Libray にライブラ
リアンとして勤めた Thomas Carlye 、James Stuart Mil 親子、 Charles
Lamb らはその恩給で作家生活。日本に関する資料は British Museum 
より多い、英国の図書館で古文書館。吉武さんのちからでお呼びし
British Museum が応援した。2 ヵ月滞在され各地図書館で、英文で書
いた日本資料をコレクトして居られる 。Farington さんの英語は Ford
大統領よりずっときれい」［非常勤講師池田哲郎 (1902 - 1985) によ
る紹介］ （講演テー プより抜粋）。Farington は、インド・パキスタン・ス
リランカ・ビルマ ・マレーシア・ シンガポール・インドネシア・タイ ・
ヴェ トナム・中国・日本等ア ジアを広汎に直戟経験。
（著書）Sir Wilam Foster: A Bibliography (1972 ), The English Factory 
in Japn 163-2 (191), The English Factory in Taiwn 1670-85 
(195) , The East India Company and Asia 160-834 (202) など。
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昭和 53 年 (1978 年）
委員：山本幸男・矢緒正夫 ・大谷利彦 事務担当 ：松井由理
（春季講演会 6 月 5 日）
講師＝大橋吉之輔（慶應義塾大学教授）＊ 「アメリカ文学へのアプローチ」
（録音テープ⑰ CT)
6 月 30 日（金） ：元英米文学科主任教授本多顕彰死去
通夜：同日午後 7 時～築地本願寺和田堀廟所
告別式： 7 月 1 日（土）午後 2 時～ 3 時同所
（秋季講演会 1 月 2 日） 414 番教室
講師＝矢暗正夫（専任講師）「ソール・ベローについて」
（録音テープ ⑱ CT) 
＊大橋吉之輔［大正 13 年 (1924) ～平成 5 年 (193) ］ 広島県生れ。慶應
大学教授。（編著）『アンダソン』 (20 世紀英米文学案内 8) (1968) 。（翻
訳）『ナット ・ターナーの告白』 (1970) 、『ゼルダー一一愛と狂気の生涯j
(197 4) ほか。
昭和 54 年 (197 年）
事務担当：松井由理
1 月： r武蔵野英米文学』 1 号完成
（第 13 回総会 ・春季講演会 6 月 25 日） 414 番教室
挨拶＝板倉保会計報告＝君島邦守
やすし
講師＝尾崎安（青山学院大学教授）＊ 「T.E Hulm e と 20 世紀英文学」
（録音テープ⑲ CT)
（秋季講演会 1 月 28 日） 41 番教室
講師＝君島邦守（専任講師）＊＊ 「SamuelJo hnso について」
（録音テープ⑳⑳CT)
12 月 17 日： 「武蔵野英米文学」12 号完成








＊＊君島邦守［昭和 20 年 (1945)- 58 年 (1983) ］ 昭和 39 年 (1963) 宇都
宮高等学校卒業、昭和 45 年東京大学文科 3 類入学、 45 年 5 月卒業、昭
和 45 年 (6 月）～昭和 49 年 (1 月）、キャタピラー三菱（株）勤務。昭和 49
年、東京都立大学大学院修士課程入学、 51 年、修了。昭和 51 年、都立
大学人文学部助手。昭和 53 年 4 月、武蔵野女子大学専任講師。
「君島さんはよく読めるひと。クラリッサを修士論文に書いた。」は都
立大（大学院）の師匠鈴木建三先生による回想。「あんなにあるクラリッ
サを」と手を広げて言われるのは、 Samuel Richardson (1689-176) の
書簡体小説 Clarisa , or the History of a Young Lady (1748-49) 全 8 巻。
付け焼刃の蛇足ながら Clarisa は、「英語で書いた小説のうちの最長篇」
（齋藤勇 「イギリス文学史j) 、「長さゆえに読むよりも賞賛されることが多





女に 1年いた。授業がぜんぶ英語だったから_--。昭和 58 年歿 (38 歳）。
（翻訳）コリン・ウィルソ ン「覚醒への戦いj (1981; 鈴木建三と共訳）、
J.B プリーストリー『英国のユーモア」(1982 ;共訳）。「英米フォトギャ
ラリー 」 7 頁。
昭和 5 年 (1980 年）
委員 ：清水隆 ・君島邦守・山口弘恵 事務担当：松井由理
（第 14 回総会 ・春季講演会 6 月 20 日） 516 番教室
司会＝板倉保会計報告＝君島邦守
講師＝井上謙治（明治大学教授）＊ 「現代アメリカ小説」
（録音テー プ ⑫CT) 全般的に録音不良




2. 講師＝ G. R. Pohan （助教授）＊＊＊ 「Women of Anciet Grec 」
通訳：安田桃子 （録音テープ⑳⑳CT)
6 月 25 日： ISN （国際標準逐次刊行物番号）の登録番号取得
i 国際標準逐次刊行物番号 ISN 038-62 
； キー・タイトル（登録書名） Musahino Ei-Bei bungak 1 
・........................... .. .. .. .. ... .... .... ... .. .. ... ... ... .. ... ... .. ....... 
7 月 8 日：記録ノート「英文学会：メモ」に「「英語青年』「片々録」に投稿J
の記述。＊＊＊＊
12 月 8 日： 『武蔵野英米文学」13 号完成
＊井上謙治［昭和 4 年 (192)- ) 昭和 50 年 (1975)3 月、米国国務省
の Exchange Visitor's Progam により 1 ヵ月間、米国各地を旅行（「英語
青年」1975 年 5 月号「個人消息」）。（著書）『アメリカ読書ノート J (191) 、
「アメリカ読書雑記』 (193) 。（翻訳） I．B ．シンガー 『奴隷』(1975) 、J.
アップダイク 『帰ってきたウサギ』(1973) 、「さようならウサギ］（197) 、
F. S．フィッツジェラルド［ジャズ・エイジの物語』(1981) 、J．スタイン
ベック『キャナリー・ロウ j (1989) 、レイルズバック＆マイヤー「ジョ
ン・スタインベック事典』 (209) ほか多数。（発表）「60 年代以後のア
メリカ小説」日本英文学会 48 回大会 (1976) シンポジア講師。（エッ
セー）「兵隊文庫の思い出」（官報 『日本近代文学館』 241 号）。「文学空
間j 同人。昭和 48 年以降長年にわたり英米文学科非常勤講師、「英作文」
「英文演習」「翻訳演習」等担当。「英米フォトギャラリー」 6 頁ほか。
＊＊甲斐寛美［昭和 10 年 (1935)- ] 甲斐助教授（当時）は、昭和 54 年
に出来た武蔵野女子大学海外留学制度（長期・短期）利用の第 1号。大分
県生れ。青山学院大学英米文学科卒。明治学院大学大学院博士課程修了。
昭和 42 年 (1967) 武蔵野女子大学短期大学部専任講師。
（論文）「提督劇団のレパートリー・システムについて」『文学研究科
英文学専攻十周年記念論文集』 (196 ；明治学院大学大学院）。（翻訳）「ブ
ラッドリーの 『ヘーゲルの悲劇論』」 『武蔵野英米文学』 2 号、ファー
モー［ドラマの境域』 (198; 共訳）。（発表）「シェイクスピア劇と観客」
（昭和 42 年(1967)10 月シェイクスピア学会）、「シェイクスピアのロマンス
劇ー一個かジャンルか」（昭和 53 年(1978)10 月シェイクスピア学会）。「英
米フォトギャラリー」 6 頁。
* G. R. Pohan (Geraldin Ruth) ［大正 8年 (19) ～平成 10 年
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(198)] (1925 年）オハイオ州トレッドチェリースクール、 (193 年）
同卒業、 (193 年）オハイオ州トレッドスコットスクール、 (1936 年）
同卒業、 (1937 年）ニューヨーク大学、 (1941 年）同卒業（ここまで総務
部人事課の記録）。 トレッドチェリースクールはおそらく、 Ohio 州北西
部、五大湖の 1つ Erie 湖の南西岸にそそぐ Maume 河に面した Toled
市の、 Chery Elemntary Schol （現在）ではないかと思われる。また 2




社、 (1951-59) シンガボール婦人援助協会、 (196-67) 法政大学非常勤
講師、となっている。それぞれの職場での詳細は不明、 3番目のインド
ネシアのは、 Caltex という石油会社が今もあるようだ。その後、昭和
42 年 (1967) に武蔵野女子大学専任講師に。
（論文）‘、Are Grek and Latin Necsary?" (197) , "A Pot-pouri of 
Clasical Studies" (1978), "Oenoe" (1979), "Prometheus" (1980), 
"Dionysu" (1981), "C leopatra " (1983), "Nemsi (1985), "Aesop" (1986), 
"Virgil (198) 。（校閲）石川敏男編 『世界人名 ・地名表記辞典一英・
(1983) （石川敏男は元英米文学科の非常
勤講師）。平成 10 年 (198)6 月 8 日歿 (79 歳）。「英米フォトギャラリー」
6 頁ほか。
＊＊ 「「英語青年』に投稿」と記録ノート「英文学会：メモ」にあるの




昭和 56 年 (198 年）
委員：鈴木五十鈴・矢崎正夫・君島邦守 事務担当 ：松井由理
（春季講演会 6 月 2 日） 41 教室
講師＝加納秀夫（元都立大学教授）＊
「ワーズワースの詩の一面について」






＊加納秀夫［明治 4 年 (19) ～平成 15 年 (203)] （著書）『イギリス
浪漫派詩人』 (1951) 、『英国ロマン派の詩と想像力』 (1978) 、『ワーヅワ
スj （新英米文学評伝叢書、 195) 。（翻訳） R. w. エマソン f英国の印象j






く…、背広がよく似合う中年の紳士」（土岐恒二）（『英語青年j 204 年1 月
号＜追悼・加納秀夫氏＞）等々 。


























大丈夫だ」だとか「暗唱じゃ」だとかが加納の口癖だ った。平成 15 年
9 月 2 日歿 (92 歳）。
12 月 17 日： r武蔵野英米文学』 14 号完成
翌 1 月： 『武蔵野英米文学」合本制作 1~5 号 3冊、 6~10 号 3 冊
翌 2 月 21 日（日） ：元英米文学科主任教授吉武好孝午前 2時 12 分、脳出血
のため調布市調布病院で死去 (81 歳）。
通夜： 2 月 2 日（月）国分寺市自宅
密葬： 2 月 23 日（火）同所
告別式： 2 月 28 日（日）正午西国分寺東福寺
昭和 57 年 (1982 年）
委員：鈴木五十鈴・矢崎正夫・須長桂介 事務担当：松井由理
（春季講演会 6 月 16 日） 41 番教室
講師＝木島始（法政大学教授・詩人）＊ 「ことばと芸術」
（録音テープ ⑰CT) 
（秋季講演会 1 月 12 日） 41 番教室
講師＝山口弘恵（助教授） 「英語・イギリス・ブロンテ姉妹」
（録音テープ ⑱CT) 
12 月 25 日： 「武蔵野英米文学』 15 号完成
わいち
翌 2 月 21 日（日） ：元英文科主任教授斎藤和ー死去 (95 歳）＊＊
通夜： 2 月 23 日（水） 中野区自宅
告別式： 2 月 24 日（木）青山葬儀場
翌 3 月： 「武蔵野英米文学」合本制作 11~15 号 3 冊








目）。木島は「列島j に参加、「木島始詩集』を昭和 28 年に刊行した。
ほかに 「列島詩人集j (197) 、「新木島始詩集」(200) 、『新々木島始詩
『ラングストン・ヒューズ詩集』(193) 、ナット・ヘントフ 『ジ ャズ・
カントリー』 (196) 。イラク戦争時、詩人石川逸子らと反戦詩集作りの
呼びかけをした (r朝日新聞」203 年 4 月16 H 朝刊「小泉首相へ反戦詩集」）。
平成 16 年 8 月歿 (76 歳）。
＊＊斎藤和ー［明治 20 年 (187) ～昭和 57 年 (1982) （以下総務部人事
課の記録を再録）明治 41 年早稲田専門学校中退（東京専門学校の間違い
と思われる）。明治 42 年渡米留学。大正 4 年南キャルホルニア大学卒業、
バチエラー・オブ・アーツの学位を受く（文学・歴史専攻）。大正 7年シ
カゴ市シカゴ大学院マスター・オプ・アーツの学位を受く（社会学専攻）。
大正 12 年帰朝。大正 14 ジャパンタイムス記者。大正 15 年東洋協会大
学（拓殖大学の前身）英語講師として奉職。昭和 5年拓殖大学教授。昭
和 20 年同大学学生部長。昭和 24 年拓殖大学附属高等学校長。昭和 30
~36 年政経学部長。昭和 42 年武蔵野女子大学教授。昭相 57 年歿 (95
歳）。「斎藤和ー教授最終講義録音カセットテープ」がある（要修理）。
「英米フォトギャラリー」 3 頁。
昭和 58 年 (1983 年）
事務担当 ：松井由理
（春季講演会 6 月 27 日） 536 番教室
講師＝鈴木建三（都立大学教授）＊ 「パロディについて」
（録音テー プ ⑳CT)
9 月 13 日（火） ：元英米文学科専任講師君島邦守死去 (38 歳）
通夜： 9 月 14 日（水）多摩市自宅
告別式： 9 月 15 日（木）同所
（秋季講演会 1 月 28 日） 412 番教室
講演 1．講師＝清水隆（教授）「ロンドン 1人ぼっち」
2．講師＝大谷利彦（教授）「長崎と欧米文化」





＊鈴木建三［昭和 4 年 (192)- ］ 都立大学人文学部名営教授、元青
山学院大学文学部教授。武蔵野女子大学で平成 10 年ごろから数年非常
勤講師を。（論文）「George
（評論 ・解説）「アラン・ シリトーの新作 The Death of Wilam Posters 」。
（連作エッセイ）「妄人妄語」その 1~21 (「英語青年J 196 年7 月号～
198 年3 月号）。あわせて「「妄人妄語j （その 8) に関する編集部への公
開書簡」（同誌 197 年 6 月号） を読むとよい。（翻訳） J. コンラッド
「ロード・ジムJ (1978) ほか。 • 
1968 年 6 月 16 日（日）開催の「英文学的サッカー戦」（都立大＝レ・ガ
ルズ vs. 国学院大＝レ・ミゼラブル）の実況が「工藤一鈴木（建）一板
津一（中略）がセンタリング（後略）」と報じられている（『英語青年j
1968 年9 月号「片々 録」）。東大 vs. 東京教育大の「英文学的野球戦」の向
うを張ったものと推測される 。つぎの実況生中継は 4 年後の 5 月 3 日
（水） （同誌 1972 年4 月号 EIGO CLUB) 、都立大グラウンドから。以下同記










いて、 1 人X4 チームで、どうしても 1人あまるのがレフェリーにな
る。それがいちばんへたくそな鈴木少年だった。ゴールには棒が 2本
立っていた（ご本人談）。








恐れあり。（後略） 邸大橋吉之輔 ：建国 20 1 年アメリカ全州めぐり、た
だしカーキチに限る。 馨大山俊一 ・敏子夫妻 ： 「ロメオとジュリエット」
アベックコース、ただし大学院博士課程の学生に限る 。第鈴木建三：
オーウェル・コース、パリ、ロンドン耐乏生活の予定、栄養失調のおそ




ウェル・コースの詳細は、岩波文庫 『パリ・ロンドン放浪記J (Down 
and Out in Paris and Lond, 193) を御覧ください。「英米フォトギャ
ラリー 」 1 頁。
昭和 59 年 (1984 年）
事務担当 ：松井由理
（春季講演会 6 月20 日） 41 番教室
「文学をなぜ読むか」 （録音テー プ ⑫CT)
かなせきひさお
＊金関寿夫 ［大正 7年 (198) ～平成 8 年 (196) ］ 同志社大学英文科卒。
エール大等に留学、神戸大、都立大、駒澤大など歴任。コロンビア大客
員教授も 。「ヒッピーやインディアンの詩人との交流を通し、米国の先
住民文化や絵画研究にも造詣が深かった」（「朝日新聞j 196 年 9 月24 日
B ・トクラスの自伝j
(1971) 翻訳を契機に、『三人の女J (1969) を翻訳した詩人富岡多恵子と
「スタイン・ファンクラブ」を創始（「片々録」 「英語青年J 1971 年 11 月号
による）。（著書） 「アメリカ・インディアンの詩』(197) 、［ナヴァホの
砂絵J (1980) 、r異神の国から＿文学的アメリカ』 (190) 、『現代芸術
のエポック ・エロイクーーパリのガートルード ・スタインJ (192 年 43
いさな
「おれは歌だおれはここを歩く J (192 ；秋野亥左牟絵）。 「金関寿夫さん
という力強い翻訳者があって 「百代の過客j はできた」は、金関訳の
r百代の過客』で 1985 年日本文学大賞 ・讀賣文学賞（評論・伝記賞）を




を後にされた。平成 8年歿 (78 歳）。




昭和 60 年 (1985 年）
委員：佐藤晴雄・板倉保・大谷利彦 事務担当：松井由理
（春季講演会 5 月31 日） 41 番教室
講師＝君塚寿満子（南カリフォルニア大学名誉教授・教育学博士）
「アメリカにおける生活と言語」 （録音テープ⑭CT)
翌 1 月14 日： 「武蔵野英米文学』 18 号完成納品
昭和 61 年 (1986 年）
委員：板倉保・大谷利彦・甲斐寛美 事務担当：松井由理
（春季講演会 6 月23 日） DlO 番教室
講師＝品田雄吉（映画評論家）＊ 「アメリカ映画とアメリカ文学」
（録音テー プ ⑮CT)





（著書） 「監督のいる風景』 (1986) 、「銀幕の恋人たち 』 (198) 、
rKADOKAWA 世界名作シネマ全集く第 5巻＞ザッツ ・エンターテイ ン
メント「雨に唄えば」「ウエスト・サイド物語」』ほか全 24 巻監修


















翌 1 月 7 日： 『武蔵野英米文学j 19 号完成納品
翌 3 月 ：矢崎正夫助教授 1 ヵ年の在外研究（米国）
昭和 62 年 (1987 年）
委員 ：甲斐寛美 ・山口弘恵 ・矢蹄正夫 事務担当 ：伊藤史子




翌 2 月： 「武蔵野英米文学』 19号完成納品
昭和 63 年 (198 年）
事務担当 ：伊藤史子
（秋季講演会 1 月 25 日） D102 番教室
「日本人と英語」 （録音テープ⑱CT)
平成元年 (198 年）
委員 ：野崎晴雄・清水隆・末松良道 事務担当 ：伊藤史子





平成 2 年 (190 年）
委員：末松良道 ・鈴木五十鈴・ 山本幸男 事務担当 ：伊藤史子
（秋季講演会 1 月 27 日） R405 番教室
講師＝荒木暢也（専任講師）「アメ リカのメディア報道に見る 日本のイ
メー ジ」 （録音テープ⑪CT)
翌 2 月25 日 ：『武蔵野英米文学」23 号完成納品
平成 3 年 (191 年）
委員 ：鈴木五十鈴 ・山本幸男 ・荒木暢也 事務担当：伊藤史子
（春季講演会 6 月28 日） D109 番教室
講師＝崎谷哲夫（特任教授） 「世界と組織」 （録音テー プ ⑫CT)
平成 4 年 (192 年）
事務担当 ：松井由理
（春季講演会 7 月3 日） R305 番教室
講師＝浅野雅巳（成践大学文学部教授） 「英語の語禦・表現 ・論理」
（録音テー プ ⑬CT) 
翌 2 月： ［武蔵野英米文学』25 号完成納品
平成 5 年 (193 年）
委員：井上寿子 ・佐々木慎理 ・示村陽一 事務担当：松井由理
（春季講演会 7 月 1 日） 6305 番教室
講師＝示村陽一 （助教授）「アメリカの大学と日本の大学」
（録音テープ⑭⑮CT)
翌 1 月 ：「武蔵野英米文学」26 号完成納品
平成 6 年 (194 年）
委員 ：示村陽ー・甲斐寛美・矢峙正夫 事務担当：松井由理
（秋季講演会 12 月2 日） グリーンホール lF 多目的ホール
講師＝マーク・ジュエル（早稲田大学教授） 「日本文学と英米文学のはざ
まで」 （録音テープ⑯CT)
翌 2 月 6 日 ：『武蔵野英米文学』 27 号完成納品
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平成 7 年 (195 年）
委員 ：甲斐寛美 ・矢暗正夫． A C ．謄畑 事務担当：松井由理
（秋季講演会 12 月6 日） 103 教室
講師＝井上寿子（教授）「“Morgan" を通して--E. M. Forster 研究」
（録音テープ ＠CT)
翌 1 月 26 日（金） ： 「武蔵野英米文学」28 号完成納品
平成 8 年 (196 年）
員： A C．騰畑 ・山口弘恵・野崎晴雄 事務担当：松井由理
（秋季講演会 10 月 1 日） 301 教室
講師＝竹村日出夫（工学院大学教授）「映画に見るニューヨークの英語」
（録音テープ ⑱CT)
翌 2 月25 日（火） ： 「武蔵野英米文学』 29 号完成納品
平成 9 年 (197 年）
委員 ：山口弘恵・野崎晴雄・須長桂介 事務担当 ：松井由理




翌 2 月 27 日（金） ： 『武蔵野英米文学』 30 号完成納品














翌 2 月17 日： ［武蔵野英米文学」 31号刊行
平成 1 年 (19 年）
（秋季春季講演会 6 月28 日） 102 教室
講師＝山本證（教授）
「英国のマルティ ・カルチュアー―ー ロ ンドンの年中行事を中心に」
（録音テー プ ⑪CT) 
翌 3 月14 B: 『武蔵野英米文学J 32 号刊行
平成 12 年 (20 年） 事務担当：不明
（講演会 1 月2 日） 120 教室
講師＝佐々木慎理（助教授）
「『フランケ ンシュタ イン』 にみる理性と惑性について」
（録音テープ⑫CT )
翌 2 月15 日： 『武蔵野英米文学』 3 号刊行
学科名が 「英語・英米文学科」 に
平成 13 年 (201 年） 委員：原川恭ー ・山口弘恵 事務担当 ：不明
（秋季講演会 12 月4 日） 102 教室
講師＝佐々木瑞枝（横浜国立大学教授）「Japnes e as a Foreign Langue 」
（録音テープ⑬CT)
翌 3 月14 日： 『武蔵野英米文学』 34 号刊行
末松良道教授在外研究（英国）
平成 14 年 (20 年） 委員：原川恭ー ・山口弘恵 事務担当 ：不明
（諧演会 12 月1 日） 130 教室
講師＝末松良道（教授）「中世のカンタベリ ー -歴史と文学」
（録音テープ⑭CT)




平成 15 年 (203 年） 委員 ：原川恭ー ・山口弘恵 事務担当：不明
（講演会 12 月 10 日） 130 教室
講師＝佐藤晴雄（教授）「The American Family 」







翌 2 月 15 日： f武蔵野英米文学』 36 号刊行
翌 4 月 ：男女共学（全学部）
平成 16 年 (204 年） 委員：原川恭一 ・矢暗正夫 事務担当 ：深谷礼子
（講演会 12 月 10 日）教室不明
講師＝佐々木慎理（助教授）「ロンドンの昔と今ー一ーロンドン散歩」
翌 2 月 15 日： 「武蔵野英米文学」 37 号刊行
翌 3 月：山口弘恵教授定年退職
平成 17 年 (205 年） 事務担当 ：深谷礼子
（講演会 12 月 1 日） グリーンホール
なかしよのぶ お
講師＝中所宜夫（能楽師観世流シテ方）「新作能 『オセロ』の世界」
翌 2 月 15 日： 『武蔵野英米文学j 38 号刊行
原川恭ー教授定年退職
示村陽ー教授在外研究（米国）
平成 18 年 (206 年） 委員 ：矢崎正夫・示村陽一 事務担当 ：深谷礼子
（講演会 1 月 21 日）教室不明
講師＝示村陽一（教授）「ヒスパニ ック化するアメリカ」
翌 2 月 15 日： 「武蔵野英米文学』 39 号刊行
平成 19 年 (207 年） 委員：示村陽一・山本證 事務担当：深谷礼子







5 月 31 日：英語・英米文学科奥田征夫特任教授死去 (64 歳）
通夜：柏市南柏会館
告別式：同所
6 月 6 日：元学長山本幸男教授死去 (80 歳）
8 月 14 日：元英米文学科教授井上寿子 死去 (80 歳）
:・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・: 
i ［故井上寿子名誉教授の従兄弟市村ご夫妻から寄付 ； 
；寄付金 10 万円と図書が寄贈される］
i このたび、平成 19 年に亡くなられた井上寿子名誉教授の従兄弟 i 
［である市村有ニ・和子ご夫妻 より、井上名誉教授の遺産から i 




; ［有明キャンパス グローバル ・コミュニケー ション学科関係資料 i
l室の施設充実に］ l 
i 井上名誉教授が所属していた文学部英語・英米文学科は、来年 i
i 度グロ ーバル・コ ミュ ニケー ション学部グローバル・コミュニ ； 
； ケーション学科に改組され、平成 24 年 4 月から 2 年生以上は有；
l明キャンパスで学ぶことになる。寄付金は有明キャンパスでの ； 
；同学部学科関係資料室の施設・機器の充実に使われる予定であ i 
！ る。市村ご夫妻のご厚意に心より惑謝したい。（市村夫妻写真） i 
i『M G ライフ 」第 148 号（武蔵野女子学院 総合企画部広報室、 i 
! 201 年 7 月 15 日）より転載
:... .... .... .. ..... ........ .. ... .. ..... ... ...... .. .. ....... ... .. ... ... .. ...... . ! 





i 板倉 保氏（いたくら・たもつ＝武蔵野大名誉教授、英米文学） ； 
l 1 月 28 日午前 10 時 16 分、多臓器不全のため山梨県中央市の病 i
！院で死去、 80 歳。香川県出身。（中略）葬儀・告別式は 2 月 4 日 ； 
l午前 10 時から東京都府中市多磨町 2 の 1 の 1、多磨葬祭場日華［
； 斎場で。喪主は妻 トヨさん。（共同通信）
翌 2 月 15 日： 『武蔵野英米文学』40 号刊行
平成 20 年 (208 年） 事務担当：深谷礼子
（講演会 12 月 5 日） 1302 教室ジョイント講演会
講師＝佐藤研一（専任講師）「豪州シ ドニー大学における大学生能力開発
の取り組みについて」
講師＝小塚高志（専任講師）「Shakespr and Snails: Education in the 
16th Century and Shakespr Studies in the 21st Century 」




平成 21 年 (209 年） 事務担当：深谷礼子
（講演会 1 月 20 日）教室不明
きみお
講師＝佐藤生美雄（元コストコ店舗開発部長）「コストコ創始」
12 月 5 日、元英米文学科教授大谷利彦死去 (90 歳）
翌 2 月 15 日： f武蔵野英米文学」42 号刊行
平成 2 年 (201 年） 事務担当：佐藤晴雄
（講演会 1 月 16 日） 130 教室
翌 2 月 15 日： f武蔵野英米文学」43 号刊行
平成 23 年 (201 年） 事務担当：佐藤晴雄
講演会開催されず




井上寿子最終講義平成 9 年 1 月 2 日 (1201 教室）
「E. M. Forste を追って」
鈴木五十鈴最終講義平成 9 年 1 月2 日 (1201 教室）
「南部文学と『風と共に去りぬ』」
山本幸男最終講義平成 1 年 5 月28 日（雪頂諧堂）
「文明社会と非文明社会の価値観について」









号（目次）には、相川清「原先生の回想」、 2 号（目次）には「BEHAVIOUR CODE 











（平成 24 年 2 月7 日記）
-240-
